基礎演習1・担当：小宮山智志

レポートの書き方
1．文章で表現しよう

レポートは文章で書きましょう。箇条書きはいけません。口頭発表するときの資料は、口頭と併用して相手に伝えるので、箇条書きが良いのですが、レポートでは口頭での解説ができません。したがって文章で伝える必要があります。

箇条書きの部分があっても構いませんが、本文中ですべて説明しなければなりません。始めに論じて（または説明して）から、「結論を（またはポイントを）箇条書きで記します」とことわって箇条書き部分を入れることがあります（「3.　引用を明記しよう」参照）。

2. 全体の構成を考え、章・段落を用いよう
意味のまとまりごとに章・段落を区切りましょう。章・段落を用いることで文章の構造が相手に伝わりやすくなります。章・段落間の関係をわかるように接続詞を効果的に用いましょう。

3.　引用を明記しよう
発表資料を他の発表者やいろいろなメディアから借りて、表や図や、文章を使っても構いません。しかし引用であることを明記してください。例を2つ以下に示します。

例1：スタイルガイドの役割は，交通ルールにたとえられよう（日本社会学会編集委員会 2004）

例2：日本社会学会編集委員会は、スタイルガイドの役割を、交通ルールに例えている（日本社会学会編集委員会 2004）

　例1は、引用文をそのまま文中に使用し、直後に引用文献を示したものです。例2は引用の内容をまとめ、その後に引用箇所を示しました。引用が、どこからどこまでなのか、明確に分かるようにしてください。また前後の文章から、引用目的がわかるようにしてください。レポートの末尾に参考文献一覧をつけ、引用した文献の詳しい情報を載せてください。この説明書の参考文献はインターネットの文献です。「著者名，公表年または最新の更新年，「当該情報のタイトル」（URL, アクセス年月日）．」の順で書き表します（日本社会学会編集委員会 2004）。雑誌・図書等の文献の提示の仕方は、社会学評論スタイルガイド日本社会学会編集委員会 2004）を参照してください。
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